
平成１２年度試験研究成果

区分 普及 題名 ソルガムのロールラップ作業体系による収穫調製技術

（要約）長大飼料作物のソルガムの収穫作業を通常の牧草のロールラップ体系と同様の体系で実施すること

が可能であった。この体系を利用しライ麦との２年３作体系で年間の乾物収量増を図ることができる。ま
た、簡易牧草追播機を利用する栽培法も利用できる。
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１．背景とねらい

現在の長大飼料作物の収穫調製作業体系では限られた収穫期間中に、大量の収穫物を圃場から収納場所へ移動
させなければならない。この為、収穫と運搬（収納を含む）作業が同時に行われるので複数のオペレーターが必

要となっている。そこで収穫作業を通常の牧草のロールラップ体系と同様の体系で実施し、農作業の平準化と省

力的な粗飼料生産を図る。また、ライ麦との２年３作体系で年間の乾物収量増を図ることや、簡易牧草追播機を
利用しての省力栽培法の活用も図れる。

２．技術の内容

（１）収量が多く、草丈が高いので作業時間は牧草より多めにかかるが、通常の牧草のロールラップ体系でソ
ルガムの収穫が可能である。（表－１） 牛の採食についても問題がない。（表－２）

（ア）刈 取 （イ） 反 転（１回～２回） （ウ） 集 草

（エ） ﾛｰﾙ （オ） ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ （カ） 運 搬

（２）ライ麦との２年３作体系での収量増が図れる。（表－３，４）

栽培体系
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 10a当たり

飼料作物 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 目標 乾物収量
ｿﾙｶﾞﾑ ← 播種―――収穫 → １，０００㎏

ライ麦 ―――――――――――収穫→ ← 播種――――― ４００㎏

（３）簡易牧草追播機を活用することにより、耕起・播種作業の省力化が可能である。 （図－１）

３．普及上の留意事項
（１）播種量は､4kg/10aとし、散播を基本とする。

（２）刈取はモアコンデショナーの使用が望ましい。その際の反転数は１～２回とする。
（３）収量が高いので、モアコンデショナーの圧搾部分の調製が必要である。

（４）ラップは３回巻きとする。
（５）試験では、主に兼用型ソルガム『葉月』により実施したが、ソルガムは品種により特性が大きく異

なるので目的や条件を考慮して選択する。

４．技術の適応地帯 県下全域

５．当該事項に係る試験研究課題：

〔草地飼料２〕ー１－（５）－イ ロールラップ体系における飼料作物の部分耕起輪作体系
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７．試験成績の概要（具体的なデ－タ）
表ー１ 収穫時の作業時間 10a当たり単位 分

作業名 ソルガム 牧草 牧草は、旧岩手県農試技術部 『機械化計画の手引
刈 取 １４ ８ き』の数値による。

反 転 ５×２ ３×２ 但し、ラップはソルガムの実績値とした。

集 草 ６ ５
梱 包 １１ ５

ラップ １６ （１６）
注）ソルガムは１２年作業実績 1.9ha （トラクターは、７９～８５馬力を主に利用した）

(kg/頭)表－２ ロールベールラップサイレージの給与１時間までの採食量

現物採食量 乾物採食量品 種

葉 月 ４．５ ２．７
天 高 ４．１ ２．３

龍神早生 ３．５ ２．２
注）黒毛和種繁殖牛１３頭（平成１０年１２月２日～２８日）朝、夕６～７ｋｇ給与

表－３．収量性 ソルガム（葉月） （畜産研究所圃場）

１１年 １２年
簡易牧草追播機 簡易牧草追播機 耕起作業後

による播種 による播種 播種（通常）

播種量（kg/10a） 2kg ４kg ４kg
播種日（月日） ６／８ ６／７ ６／７

収穫日（月日） ９／２ ８／３０ ８／２９
収穫時熟度 乳熟期 乳熟期 乳熟期

収穫時稈長（ｃｍ） 239.4 265.8 241.8
生草収量（kg/10a） 3,982 3,443 4,632

乾物収量（kg/10a） 1,042 965 1,155
乾物率（％） 22.8 28.0 24.9

予乾後乾物率（％） 33.0 40.0 38.5

注）収量は、実収穫量に収穫ロスを２５％として推定

表－４ 収量性 ライ麦 （サムサシラズ）
１０年秋～ １１年秋～

１１年春 １２年春
播種日（年月日） 10/10/16 11/ 9/24

収穫日（年月日） 11/ 5/30 12/ 5/29
収穫時熟度 出穂期 出穂期

収穫時草丈（ｃｍ） 97.4 142.5

生草収量（kg/10a） 2,178 4,204
乾物収量（kg/10a） 268 645

乾物率（％） 12.3 15.3
予乾後乾物率（％） 49.0 63.9

通常 部分耕起・播種（ソルガム）

（ア）耕起 （イ）砕土 （ウ） 播種

＋ ＋

図－１ 簡易牧草追播機利用での耕起・播種作業の省力化

表－５ 飼料成分分析値（１１年） 乾物中 ％

タンパク質 粗脂肪 OCW 灰分 Ｃａ Ｍｇ Ｋ Ｐ
ソルガム 5.86 1.80 76.30 9.11 0.18 0.21 2.71 0.26

ライ麦 13.80 3.24 71.34 8.68 0.30 0.15 3.04 0.12


